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結核個體 ノ肝臓機能變 調ニ 就 テ。臨淋的観察

(ソノ2)肺 結核 患者 尿「ウロ ビ リン」量ニ 及 ボ ス

「ヴ ィタ ミ ン」Bノ 影 響

大阪市立刀根山病院(院長 太縄博士)

藤 野 保 次

(本論丈 ノ内容 ハ第十三同結核病學 會 二登表 セ リ)

第一章 緒 論

刀 根ILI病 院 二於 テ渡 邊 博 士 ガ 「ヴ ィタ ミ ン」Bラ

投與 スル コ トニ ヨ リ重 症 肺 結 核 患 者 尿 中 「ウ ロ

ク ロモ ゲ ン」量 ガ 減 少 ス ル コ ト及 ビ ソ ノ場 合臨

躰 上 患 者 ノ中 毒症 状 ノ浩 夫、 一 般 状 態 ノ良好 化

テ報 ジテ以 來 、 肺 結 核 ト「ヴ,タ ミ ン」Bト ノ關

係 ハ色 々 ナ ノノ面 カ ラ論 ゼ ラ レテ ヰ ル。 即 チ佐 々

木 氏 ハ 「ヴ ィタ ミ ン」B鋏 乏動 物 ノ結 核 菌 人 工 感

染 二封 シテ抵 抗 力 ノ減 退 セル テ見、 藪 下 氏 ハ 同

様 ナル 動 物 ノ血 液 ノ結核 菌増 殖 抑 制 作 用 ノ減 少

セル コ トラ 報 告 シ、 又 春 成 氏 ハ 臨躰 上過 剰 一

「ヴ,タ ミ ン」Bテ 投 與 スル コ トガ結核 ノ豫 防 上

必 要 ナ ル コ トテ観 察 ス。 然 レ ドモ ソ ノ作 用機 轄

ニ ツ ィテ未 ダ論 ゼ ラ レル所 少 イ。

hゾ ィタ ミン」Bノ 訣 乏 セル場 合
、 過 血糖 テ來 シ

肝 糖 原 質 ノ減 少 テ認 メル コ トヨ リ シテ、 恐 ラ ク

「ヴ,タ ミ ン」Bハ 肝 臓 二作 用 スル モ ノデ アツ テ、

肝 臓 機 能 ガ ソ ノ タ メ ニ正 調 トナ リ、 膿 内酸 化 ガ

十分 トナ リ、 コ コ ニ尿 中 「ウ ロ ク ロ モ ゲ ン」量 ノ

減 少 テ來 スモ ノデ ア リ、 カ ク シ テ新 陳 代 謝 障 碍

ガ除 去 セ ラ レ、 臨 林 上 ノ輕 快 テ認 ム ル モ ノナ ラ

ン トノ想像 ノ下 二渡 邊 博 士 ノ提 案 二從 ヒ、 臨 沐

上 肝 臓 機 能 障 碍 ノ指 標 デ アル尿 中 「ウ ロ ビ リ ン」

ガ「ヴ{タ ミン」Bニ ヨ リ 如 何 二 影 響 サ レル カ テ

検 シタ。

第二章 實験方法

尿 中 「ウ ロ ビ リ ン」テ顯 著 、 且 持 績 的 二言1瑚 セ ラ

ル ・無 熱 患 者 テ材料 トシ、 魚 類 肉類 ノ囁取 テ禁

ジ タ。 尿 ・・午 前8時 ヨ リ 翌 朝8時 マ デ24時 間

内 二排 泄 セル モ ノテ用 ヒ可及 的 同時 刻 二測 定 シ

タ^

「ヴ ィタiン 」Bハ 「スペ ル ゾ ン」テ用 ヒ注射 ト内

服 ニヨ ル。注 射 ノ場 合 ハ午 前10時 二皮 下 二行 ヒ、

内服 ノ場 合 ハ食 間 二投 與 シタ。

「ウ ロ ビ リ ン」測 定 法 ハPincussen氏 法 ニ ヨ リ

標 準 液 ノ試 験 管 番 號 ラ以 テ示 ス(4000倍Fluor

esceinテ 第1號 試験 管 二入 レ、以 下 倍 数 稀 繹 テ

行 ヒ順 次 番 號 テ附 ス)。

第三章 實験成績

第1表

第1例 野 中46舎

槍査日 尉 腫 反 磨 鴇 ビ
il2420001012酸 性4

2514001020「 ア ル カ リ」性4

2625001010,,4

2713001015,,4

2813001015,,4
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皿118001010「 ア'レ ヵ リ」性4

「9・itptミソ」B撒 開始 「ス ール ゾソ理1:欝

220001012酸 性4

317501015「 ア ル カ リ」性5

418001010酸 性4

517001012,,5

「ス ペ ル ゾ ソ」30cc輕 口6cc皮 下 トス

614001020酸 性5

722001012,,8

810001017,,7

916001012,,7

1014001015「 アル カ リ」性7

「ヴィタ ミ ソ」B投 與 中止

1113001022「 ア ル ヵ リ」性7

1220001010,,6

1323001007酸 性6

1422001017「 ア ル カ リ」性6

1518001010酸 性5
　

1623001010「 ア ル カ リ」性5

1720001010,,4
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第2表 ●

第2例 岡部34♂
「ウ ロ ビ

槍 査 日 尿 量 比 重 反 膳 リ ソ 1

皿2412001025「 アル カ リ」性5

2511001022,,6

2612001017酸 性6

2714001017,,5

289001025,,5

皿112001017,,4

「帰 ミソ」B撫 開始 「スール ゾソ」讐離 早

210001022酸 性6

310001022,,9

410001020,,6

512001020,,7

「ス ペ ル ゾ ソ」30cc経 口6cc皮 下 トス

620001013酸 性8

714001022,,7

816001012,,8

913001015,,9

tヴ ィタ ミ ソ」B投 與 中 止
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第3例 伊 東

槍 査 日 尿 量 比 重

IV299501020

3010001017

V110001022

28001017

36001015

44001022

58001015

610001017

710001017

810001015

98001017

1010001017

118001020

128001017

13.10001015

148001020

1512001010

168001015

「ヴ ィタ ミ ソ」B投 與 中 止
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216001015
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第4{列 翻ヒ江33♂
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第5例 畑 中

検 査 日 尿 量 比 重
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表

2

「ヴィタ ミソ」B投 與 開始 「スール ゾ ソ」讐::駅

610001015

712001010

815501012

912001012

108001015

1110001015

「ヴ.タ ミ ソ」B投 與 中止

●

1210001012

1313001012

1411001012

1512001015

1615501012

1710001015

186001020

196501020

4

5

「ア ル カ リ 」性8

,,8

,,8

,,9

,,8

,,8

「ア ル カ リ 」性8

,,7

,,8

,,7

,,8

,,7

,,6

,,8

第5圖

以 上 ノ諸 例 テ通 賢 ス ル ニ尿 中 「ウ ロ ピ リ ン」量 ハ

「ヴィタ ミ ン」B投 與 一 ヨ リ著 明 二 減 少 スル テ知

ノレo

第四章 考 察

尿 中 「ウ ロ ビ リ ン」量 ハ 「ヴ ィタ ミ ン」B投 與 一 ヨ タ ミ ン」Bガ 肝 臓 二 作 用 シテ ソ ノ機 能 障 碍 テ正

リ著 明 二減 少 ス ル コ トテ謹 明 シ タ。 コ レハ 「ヴイ 調 ナ ラ シ ムル コ トラ詮 明 ス ル テ ノデ アル。
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余 ハ先 二肺 結 核 ノ場 合 、 輕 症 患 者 中牛 撒 近 ク ノ

「ウ ロ ピ リ ン」尿 陽 性 者 ア リ
、弱 質 見 童 二於 テ 「ツ

ベ ル ク リ ンァ レル ギ ー」ノ陽 性者 中 一 ハ 陰 性 者

中 ヨ リモ遙 二多数 ノ「ウ ロ ピ リ ン」尿 陽 性 者 アル

コ ト ・及 ビ ソ ノ際 肝 臓 テ鯛 知 セ ラル ・者 モ同様

ナ關係 ニ アル コ トテ臨 躰 上 観 察 シ結 核 ノ初 期 二

於 テ、既 二肝 臓 機 能 ノ不 全 テ來 ス モ ノ ト考 ヘ タ。

コ ノ意 味 二於 テ結 核 感 染 當初 二 「ヴ ィタ ミン」B

テ多 量 二投 與 スル コ トハ治 療 上最 モ重 要 ナ コ ト

デ アル。 且 叉 結 核 ノ初 期 二於 テ中 毒 症状 ガ著 明

一 謹 明 セ ラ レ、 然 モ コ レモ 「ウ ロ ビ リ ン」尿 ト

同檬 二 「ヴ ィタ1ン 」B投 與 一●ヨ リ容 易 二消失 セ

シメ得 ル コ トヨ リシテ、 「ヴ ィタ ミン」Bガ 肝 臓

二作 用 ス ル トイ フ見 地 ヨ リ中毒 症 状 ナ ル モ ノモ

實 二肝 臓 機 能 ノ 不 全 二基 ク モ ノ ト考 へ 得 ラ レ

ル。 即 チ 「ウ ロ ビ リ ン」尿 モ中 毒 症 状 ノー デ又 所

謂 「ヴ,タ ミン」B訣 乏 症 状 群 ノー一ト見 倣 ス コ ト

テ得 ル。

第五章 結 論

(1)「 ヴ ィタ ミン」Bハ 尿 中 「ウ ロ ビ リ ン」量 テ減

少 セ シム。

(2)尿 中 「ウ ロ ビ リ ン」ノ増 加 ハ 間接 二 「ヴ,タ ミ

ン」B訣 乏 ノー徴 候 デ アル トfヘ ルn

終 二臨 ミ不 断 ノ御 鞭 燵 ト本 稿 御 校 閲 テ添 フ シ タ

ル太縄院長、拉二懇切ナル御指導 ト御校閲 テ賜

リタル渡邊博士二深厚ナル感謝 テ捧 グ。術御多

忙ニモ不拘御助言御校閲 ノ努 テ賜ハツタ大阪帝

大市原助教授 二満腔 ノ謝意テ表ス。
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